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留学体験記
第 12 回 TN国際貢献奨励奨学金授与者　河合あゆみ
大学 2年の秋学期にあたる 8月から 12 月の 4か月、ハワイ大学ヒロ校へ留
学をしてきました。思い返してみると、4か月とは思えないほど様々なことを
経験し、学ぶことができた留学となりました。
授業はビジネスのクラス、コミュニケーションのクラス、ハワイアンのクラ
ス、ESLのグラマーのクラス、発音のクラス、計 5つの授業を履修しました。
立教で学んでいたこととは一度離れ、今まで学んだことのない分野、立教では
学べない分野のことを学んでみたいと考え、これらの授業を履修しました。ビ
ジネスのクラスはグループワークが主で、毎週のテストやプレゼンに加え、ペー
パーの提出も毎週のようにあり、とても大変でした。途中、履修するのを止め
てしまいたくなることもありましたが、先生やクラスメートの支えのおかげで
何とかやり抜くことができました。コミュニケーションのクラスでは対人コ
ミュニケーションを向上させるとはどの様なことなのか、そのためには何がで
きるのかということについて学びました。日常生活にも活かせる内容だったこ
とに加え、ディスカッション形式のクラスだったためにクラスメートとの距離
も縮まり、親しくなれたため、履修してよかったなと感じています。ハワイア
ンの授業ではハワイアンの人々の自然や神様に対する考え方や、言語、伝統料
理、そして現在ハワイが抱えている問題などを学び、観光で訪れるだけでは知
ることのできない、ハワイの魅力をたくさん学ぶことが出来ました。
ESLのクラスはそのほとんどがレベル別になっているので自分のレベルに
あった授業を受けることが出来ました。これらどの授業においても課題の多さ
には留学中何度も悩まされました。ですが、だからこそセメスターを終えた時
には日本では味わったことのない達成感を感じることが出来、とても満足して
います。
また、授業以外の部分では様々なバックグラウンドを持つ友人が出来たこと
もヒロに留学してよかったことの一つです。大学に対する考え方の違い、勉強
に対する価値観の違い、将来に対する考え方の多様性、誰の考え方が普通、正
解ということなく、違いを違いとして受け止め、受け入れ、そのうえで信頼を
築いていくという過程はここでしか味わうことのできないものであったと思い
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ます。
まだまだ書き出したらきりがないほど、ハワイ大学ヒロ校での留学は魅力的
で、私自身、大きく成長できた 4か月となりました。このような機会を与え、
支えてくださった方々に感謝の気持ちで一杯です。この経験を活かして、残り
の立教大学での学びにより一層邁進していきたいと思います。
